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９ 外国語 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ４ 第３学年 

WORLD TREKⅢ 

WORLD TREK Workbook 

DataBase3000 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く

行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（４単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴、話す速

度、声の大きさ

などに注意して

話すことができ

る。 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学

んだことや経験

したことに基づ

き、情報や考え

などについて、

話し合ったり意

見の交換をした

りすることがで

きる。 

コミュ英Ⅱ 

小テスト 

インタビュ

ーテスト 

スピーチ 

 

 

・語句や表現、文法

事項などの知識を

使って、正確な文

を書くことができ

る。 

・聞いたり読んだり

したこと、学んだ

ことや経験したこ

とに基づき、情報

や考えなどについ

て、簡潔に書くこ

とができる。 

 

コミュ英Ⅱ 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

 

・リズムやイント

ネーションなど

の英語の音声的

な特徴、話す速

度、声の大きさな

どに注意して聞

くことができる。 

・事物に関する紹

介や対話などを

聞いて、情報や

考えなどの概要

をとらえること

ができる。 

 

コミュ英Ⅱ 

リスニング

テスト 

定期考査 

 

400 語程度 

の英文を、複 

雑なところ 

は時間をか 

けて読み、全 

体の要旨を 

理解し、大事 

な点をもれ 

なく理解す 

ることがき 

る。 

コミュ英Ⅱ 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 
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４ 学習の活動  

Lesson 2 

（15 時間） 

なぜ私たちは

ペットを飼う

のか、列挙さ

れている理由

を読み進める

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペットはあらゆる年

代から愛され、飼われ

ている。なぜペットを

飼うのかを改めて考

えることで、動物と共

存することの大切さ

などを読み取らせる。 

・セクションごとの内

容について興味関心

を持っていることを

ワークシートに書か

せたり、発表させる。 

・必要に応じてメモを

取るなど，読んでいる

内容に関心を持ってい

る。 

・必要に応じて辞書な

どを活用している。 

・理解できないところ

があっても，推測す

るなどして読み続け

ている。 

・ワークシートを提出 

させ、その内容を取組 

状況の判断材料として 

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ペットを飼う理由、

飼わない理由を本文

の語句を使いながら

話すことができる。 

・イラストを使って本

文の内容を説明するこ

とができる。 

 

・この単元で学んだ語 

句や表現を用いて、自 

分の好きな動物やその 

理由などを、聞き手に 

伝わるように話すこと 

ができる。 

 

 

 

 

 

 

・自分で作った文や他 

の生徒の文をノートに 

書かせ提出させる。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

（15 時間） 

エマワトソン

が抱えていた

悩みと、それ

をどのように

乗り越えて現

在の活動に至

ったのかとい

う内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・人生において大切な

ものは何かについての

内容を理解する。また、

自分の人生において大

切だと思うことついて

述べる。 

・セクションごとの内

容について興味関心

を持っていることを

ワークシートに書か

せたり、発表させる。 

・必要に応じてメモを

取るなど，読んでいる

内容に関心を持ってい

る。 

・必要に応じて辞書な

どを活用している。 

・理解できないところ

があっても，推測す

るなどして読み続け

ている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことを要約す

る。本文の表現など

を使いながら自分の

人生について述べ

る。 

・イラストを使って本

文の内容を説明するこ

とができる。 

 

・この単元で学んだ

語句や表現を用いて、

自分の好きなスポーツ

選手やその理由など

を、聞き手に伝わるよ

うに話すことができ

る。 

・自分で作った文や他

の生徒の文をノート

に書かせ提出させ

る。 

「外国語理解の能力」 

・世界的女優のエマワ

トソンから、女優・モ

デル以外にも、教育や

人権に関わる活動をし

ている。それあｒをど

のような思いで始めた

のかについて学ぶ。 

・内容を理解している

かどうかを確認する

ため、セクションご

と内容を英語または

日本語でまとめさせ

る。 

・教科書掲載の【T/F

問題】【Q&A 問題】の

問いを利用して，本文

の内容をどの程度正確

に答えることができる

かを評価する。 

学習したことをノート

に書かせ提出し、また

定期考査でも出題す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・文の構造（特に導入 

展開、結論）を理解し 

ている。 

Get the Gist および

Further 

Comprehension の問

題を解かせて、解答を

解説する。 

・Get the Gist および

Further 

Comprehension の

問題を使って，各文

法事項の用法を正確

に理解し，適切に使

うことができるかど

うかを評価する。 

・定期考査において、

該当文法項目を出題

する。 
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「外国語理解の能力」 

・ペットはあらゆる年

代から愛され、飼われ

ている。なぜペットを

飼うのかを改めて考え

ることで、動物と共存

することの大切さなど

を読み取らせる。 

・内容を理解しているか

どうかを確認するた

め、セクションごと内

容を英語または日本語

でまとめさせる。 

・教科書掲載の【T/F

問題】【Q&A 問題】の

問いを利用して，本文

の内容をどの程度正

確に答えることがで

きるかを評価する。 

・学習したことをノ

ートに書かせ提出

し、また定期考査

でも出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

例示・列挙の展開を理

解している 

・Get the Gist および 

FurtherComprehension 

の問題を解かせて、解答 

を解説する。 

・Get the Gist および 

Further 

Comprehension 

の問題を使って，各文 

法事項の用法を正確 

に理解し，適切に使う 

ことができるかど 

うかを評価する。 

・定期考査において、

該当文法項目を出

題する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

（１５時間） 

クロワッサ

ンの歴史に

ついて時間

的順序を示

す語句に注

目しながら

読み、身近な

ものの文化

や歴史につ

いての内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・クロワッサンの歴史に

ついて読み、理解しよう

としている。 

・セクションごとの内容

について興味関心を持

っていることをワーク

シートに書かせたり、

発表させる。 

・必要に応じてメモを

取るなど，読んでいる

内容に関心を持って

いる。 

・必要に応じて辞書な

どを活用している。 

・理解できないところ

があっても，推測する

などして読み続けて

いる。 

・ワークシートを

提出させ、その内容

を取組状況の判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・クロワッサンがどのよ

うに世界中で親しまれる

ようになったのかを本文

の語句を用いながら話す

ことができる 

・イラストを使って本文

の内容を説明すること

ができる。 

 

・この単元で学んだ語

句や表現を用いて、

自分の好きなスポ

ーツ選手やその理

由などを、聞き手に

伝わるように話す

ことができる。 

・自分で作った文や 

他の生徒の文をノー 

トに書かせ提出させ 

る。 

「外国語理解の能力」 

・クロワッサンとトルコ

軍の旗やマリー・アント

ワネット、ルイ１６世な

どとの関係を理解する。 

・内容を理解しているか

どうかを確認するた

め、セクションごと内

容を英語または日本

語でまとめさせる。 

・教科書掲載の【T/F

問題】【Q&A 問題】

の問いを利用して，

本文の内容をどの

程度正確に答える

ことができるかを

評価する。 

・学習したことをノ 

ートに書かせ提出 

し、また定期考査で 

も出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・年、月、日などの時を

表す標識や next, thenの

順序を示す標識を理解し

ている、 

・Get the Gist および

Further 

Comprehension の問題

を解かせて、解答を解説

する。 

・Get the Gist および

Further Comprehension

の問題を使って，各文法

事項の用法を正確に理解

し，適切に使うことがで

きるかどうかを評価す

る。 

・定期考査におい

て、該当文法項

目を出題する。 

Lesson 4 

（15 時間） 

自由貿易につ

いて基本的な

理解を得ると

共に、その問

題点について

の内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・自由貿易についての

説明を読み，その仕組

みや貿易に関わる人た

ちの思いを理解しよう

としている。 

・セクションごとの内容に

ついて興味関心を持っ

ていることをワークシ

ートに書かせたり、発表

させる。 

・メモを取り，内容に関

心を持っている。 

・理解できないところが

あっても，推測するなど

して読み続けている。 

 

・ワークシートを 

提出させ、その内 

容を取組状況の 

判断材料として 

活用する。 
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「外国語表現の能力」 

・様々な貿易について

調べて表に整理し，発

表しようとしている。 

・イラストを使って本文の

内容を説明することがで

きる。 

 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、自分な

ら何を世界に貿易したい

かを聞き手に伝わるよう

に話すことができる。 

自分で作った文

や他の生徒の文

をノートに書か

せ提出させる。 

「外国語理解の能力」 

・様々な貿易について

調べて表に整理し，発

表しようとしている。 

・内容を理解しているかど

うかを確認するため、セ

クションごと内容を英

語または日本語でまと

めさせる。 

教科書掲載の【T/F 問題】

【Q&A 問題】の問いを

利用して，本文の内容を

どの程度正確に答える

ことができるかを評価

する。 

学習したことを

ノートに書か

せ提出し、また

定期考査でも

出題する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

類似点や相違点などの

比較、互いに対をなす

要素比較する対照につ

いて理解している。 

・Get the Gist および 

Further Comprehension 

の問題を解かせて、解答を 

解説する。 

・Get the Gist および 

Further Comprehension 

の問題を使って，各文法 

事項の用法を正確に理解 

し，適切に使うことがで 

きるかどうかを評価す 

る。 

・定期考査におい

て、該当文法項

目を出題する。 

Lesson 5 

（15 時間） 

宇宙で行われ

ている様々な

実験がどのよ

うな問題を解

決しているの

か と い う 内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・私たちの生活とは関

係のなさそうな宇宙

が、日常生活に非常に

影響を与えていること

を理解しようとしてい

る。 

・セクションごとの内容に

ついて興味関心を持っ

ていることをワークシ

ートに書かせたり、発表

させる。 

・必要に応じてメモを取

るなど，読んでいる内容

に関心を持っている。 

・必要に応じて辞書など

を活用している。 

・理解できないところが

あっても，推測するなど

して読み続けている。 

・ワークシートを

提出させ、その

内容を取組状

況の判断材料

として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

環境をより良くするに

は何ができるかを表に

まとめ，グループで意

見交換をすることがで

きる。 

・イラストを使って本文の

内容を説明することがで

きる。 

 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、環境を

良くするためには何がで

きるかなどを、聞き手に

伝わるように話すことが

できる。 

自分で作った文

や他の生徒の文

をノートに書か

せ提出させる。 

「外国語理解の能力」 

筆者の見解や将来の展

望などを理解してい

る。本文に挙げられて

いる問題点とそれに対

する解決策を読み取る

ことがでる。 

・内容を理解しているかど

うかを確認するため、セ

クションごと内容を英

語または日本語でまと

めさせる。 

教科書掲載の【T/F 問題】

【Q&A 問題】の問いを利

用して，本文の内容をど

の程度正確に答えること

ができるかを評価する。 

学習したことを

ノートに書かせ

提出し、また定期

考査でも出題す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

宇宙開発が私たちの生

活にどう影響するのか

を読み取ることができ

る。 

・Get the Gist および 

Further Comprehension 

の問題を解かせて、解答を 

解説する。 

・Get the Gist および

Further Comprehension

の問題を使って，各文法

事項の用法を正確に理解

し，適切に使うことがで

きるかどうかを評価す

る。 

・定期考査におい

て、該当文法項目

を出題する。 

Lesson 6 中村哲さんが 「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
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（15 時間） 長年に渡り行

ってきた支援

活動について

の内容。 

・中村さんがパキスタ

ンやアフガニスタンで

どのような支援を、何

のために行ってきたの

かを理解しようとして

いる。 

・セクションごとの内容に

ついて興味関心を持って

いることをワークシート

に書かせたり、発表させ

る。 

・必要に応じてメモを取

るなど，読んでいる内容

に関心を持っている。 

・必要に応じて辞書など

を活用している。 

・理解できないところが

あっても，推測するなど

して読み続けている。 

 

・ワークシートを

提出させ、その内

容を取組状況の

判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・海外で困っている人

のために何ができるか

を本文の語句を用いて

話すことができる。 

・イラストを使って本文の

内容を説明することがで

きる。 

 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、海外で

困っている人に何ができ

るかを聞き手に伝わるよ

うに話すことができる。 

・自分で作った文

や他の生徒の文

をノートに書か

せ提出させる。 

「外国語理解の能力」 

・中村さんがパキスタ

ンとアフガニスタンで

取り組んできた支援を

読み取ることができ

る。 

・内容を理解しているかど

うかを確認するため、セク

ションごと内容を英語ま

たは日本語でまとめさせ

る。 

教科書掲載の【T/F 問題】

【Q&A 問題】の問いを利

用して，本文の内容をど

の程度正確に答えること

ができるかを評価する。 

学習したことを

ノートに書かせ

提出し、また定期

考査でも出題す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本文で述べられてい

る原因・結果などの因

果関係に注目し、それ

らを理解している。 

・Get the Gist および

Further Comprehension

の問題を解かせて、解答を

解説する。 

・Get the Gist および 

Further Comprehension 

の問題を使って，各文法 

事項の用法を正確に理解 

し，適切に使うことがで 

きるかどうかを評価す 

る。 

・定期考査におい

て、該当文法項

目を出題する。 

Lesson 7 

（15 時間） 

様々な調査結

果から、友情

が健康に与え

る影響はもっ

と評価される

べきという筆

者の主張を理

解する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・友情と健康の関係の 

調査結果から興味深い 

事実が浮かび上がって 

きた。その事実と恩恵 

を理解しようとしてい 

る。 

・セクションごとの内容に 

ついて興味関心を持って 

いることをワークシート 

に書かせたり、発表させ 

る。 

・必要に応じてメモを取

るなど，読んでいる内容

に関心を持っている。 

・必要に応じて辞書など

を活用している。 

・理解できないところが

あっても，推測するなど

して読み続けている。 

・ワークシートを 

提出させ、その内 

容を取組状況の 

判断材料として 

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・友情と健康について

調べて表にまとめ，発

表しようとしている。 

・イラストを使って本文の 

内容を説明することがで 

きる。 

・イラストを使って，友情 

がどのような恩恵をもた 

らすのかについて説明す 

る。 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、友情と

健康について、自分の考

えなどを聞き手に伝わる

ように話すことができ

る。 

・自分で作った文

や他の生徒の文

をノートに書か

せ提出させる。 

「外国語理解の能力」 

・友情と健康の調査結

果から何が分かったの

かを理解することがで

きる。 

・内容を理解しているかど

うかを確認するため、セク

ションごと内容を英語ま

たは日本語でまとめさせ

る。 

・教科書掲載のChallenge 

Exercises の問いを利用 

して，本文の内容をどの 

程度正確に答えることが 

できるかを評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習したことを 

ノートに書かせ 

提出し、また定期 

考査でも出題す 

る。 
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「言語や文化についての知識・理解」 

・Challenge  

Excercises1-3 の 

Comprehension を用

いて、本文の内容を理

解しているか確認す

る。 

 

・Challenge Exercises の

問題を解かせて、解答を解

説する。 

・Challenge Exercises 

の問題を使って，各文法 

事項の用法を正確に理解 

し，適切に使うことがで 

きるかどうかを評価す 

る。 

・定期考査におい

て、該当文法項

目を出題する。 

Lesson 8 

（15 時間） 

人のネットワ

ークをたどる

ことで世界中

の人々に容易

に結びつける

という理論に

ついて、筆者

の批判的考察

についての内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・「スモールワールド仮

設」を理解し、正解が

意外と小さく、比較的

簡単に世界の誰にでも

行きつくということを

理解しようとしてい

る。 

・セクションごとの内容に 

ついて興味関心を持って 

いることをワークシート

に書かせたり、発表させ

る。 

・必要に応じてメモを取

るなど，読んでいる内容

に関心を持っている。 

・必要に応じて辞書など

を活用している。 

・理解できないところが

あっても，推測するなど

して読み続けている。 

 

・ワークシートを 

提出させ、その内 

容を取組状況の 

判断材料として 

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人はどのようなネッ

トワークを持っている

かを本文の表を参考に

して、表などにまとめ，

発表することができる 

・イラストを使って本文の 

内容を説明することがで 

きる。 

・人はどのようなネットワ 

ークをもっているかにつ 

いて調べて表にまとめ，発 

表することができる。 

 

・この単元で学んだ語句

や表現を用いて、人のネ

ットワークはどのような

ものかなどを、聞き手に

伝わるように話すことが

できる。 

・自分で作った文

や他の生徒の文

をノートに書か

せ提出させる。 

「外国語理解の能力」 

・例えば自分に１００

人の友人がいて、その

１００人もそれぞれ１

００人の友人がいれ

ば、自分は１０００人

もの人とすぐにつなが

るかもしれないという

ことを読み取ることが

できる。 

 

・内容を理解しているかど

うかを確認するため、セク

ションごと内容を英語ま

たは日本語でまとめさせ

る。 

・教科書掲載のChallenge  

Exercises の問いを利用 

して，本文の内容をどの 

程度正確に答えることが 

できるかを評価する。 

・学習したことを 

ノートに書かせ 

提出し、また定期 

考査でも出題す 

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

本文が仮説の提示、仮

説からの問題提起、実

験調査方法の説明、実

験の良そうと結果、実

験結果の考察、数学的

解釈、社会学的解釈と

いうパラグラフ構成に

なっていることを学

ぶ。 

・Challenge Exercises 

の問題を解かせて、解答を 

解説する。 

・Challenge Exercises 

の問題を使って，各文法 

事項の用法を正確に理解 

し，適切に使うことがで 

きるかどうかを評価す 

る。 

 

・定期考査におい

て、該当文法項

目を出題する。 

 


